






要約:大学医学部、医科大学の小児科での卒前・卒後教育の現状および医師国家試験にお

いて小児心身症の出題数を増加させることの是非について調査を行った。80 の大学医学

部あるいは医科大学にアンケートを送付し、56 施設、70%より解答が得られた。心身症の

講義の有無については、56 施設中 35 施設、62.5%で講義を行っていた。また講義を行っ

ていない 21 施設においても、精神科、心療内科などで心身症の講義が行われていた。臨

床実習では全ての施設で何等かの形式で心身症についての教育が行われ、その中では臨床

実習中に短時間の講義や症例検討を行うものが40 施設、71.4%あった。心身症の指導医は

常勤、非常勤を含めて 38 施設、67.9%でおり、その内常勤医師が指導している場合が 24

施設、42.9%あった。心身症の専門外来については、有りとしたものが 31 施設、55.4%で

あった。小児心身症の医師国家試験への出題数については、現状のままでよいが 31 施設、

55.4%、増やした方が良いが 17 名、30.4%で、講義を行っていた 35 施設の内 21 施設では

現状維持を選択していた。


